
平成28年経済センサス-活動調査

オンライン調査利用ガイド
調査票はインターネットを利用して、「政府統計オンライン調査総合窓口」から回答することができます。
回答する際には、本ガイドをよくお読みください。
ログインに必要な情報は、本ガイドの表紙の裏（２ページ）に記載しております。
※ 貴事業所の情報（ログイン情報）は、インターネットによる回答の有無にかかわらず、第三者の目に触れないよう
大切に保管してください。破棄する場合には、シュレッダーで裁断するなど適切な手段で破棄してください。

フリーダイヤル　0120-671-937（通話料は無料です)
※IP電話などフリーダイヤルに接続できない場合　03-6748-1937（有料)
おかけ間違いのないよう、お願いいたします。【受付時間】  午前９：００～午後８：００

（土・日・祝日もご利用できます）

平成28年経済センサス-活動調査 コールセンター
調査票の回答にあたり、ご不明な点がありましたら、以下にお問い合わせください。

◆主な特徴
○ インターネット回答の受付期間中は、24時間いつでも※皆様のご都合の良い時間に回答できます。
（※メンテナンス等によるシステムの停止時間帯は除きます。）

○ インターネット上のデータの送受信は、盗み見等を防ぎ、安全な通信を行うために、SSL/TLSによる暗号化通信
を行っています。 

○ 入力内容の一時保存が可能で、一時保存したところから入力の再開が可能です。　

○入力のしかたの表示、合計値の計算、入力不要箇所の明示などの入力補助機能があります。

○インターネットで回答する場合は、紙の調査票を提出する必要はありません。

◆回答の受付期間

インターネット回答は、平成28年６月15日（水）までにお済ませください。

◆推奨利用環境
○通信環境： ADSL、光回線等のブロードバンド環境
○パソコン環境※1

※1 動作確認を行っている環境です。
※2 「デスクトップモード」 の場合に限ります。

OS ブラウザ
Microsoft Windows Vista（SP2）

Windows 7（SP1）
Windows 8/8.1※2

Windows 10※2

Windows Internet Explorer 9～11
Mozilla Firefox（最新版）
Google Chrome（最新版）
Microsoft Edge

Apple Mac OS X（最新版） Safari（最新版）

総務省・経済産業省 指定地域

経済センサスキャンペーンサイト
【URL】http://www.e-census2016.stat.go.jp/

市区町村コード 調査区番号 事務所番号 ＊



1　「政府統計オンライン調査総合窓口」へのログイン 【3ページ】

3　電子調査票の取得 【6ページ】

4　電子調査票への入力、操作の概要 【7ページ】

5　回答内容の確認・印刷 【8ページ】

6　回答データの送信 【9ページ】

2-1　（初回ログイン時のみ）確認コードの変更及び連絡先の登録
2-2　（ログイン2回目以降）登録内容の確認 【4・5ページ】

○　インターネットによる回答の流れ
インターネットによる回答は、次の手順で行います。
詳細については、各ページをご覧ください。

貴事業所のログイン情報は次のとおりです。

※ 本ガイドに記載している「政府統計オンライン調査総合窓口」の画面及び電子調査票の画面イメージは、 本ガイド作成時点のものです。
　 そのため、実際の画面とは若干異なる場合があります。
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【重要】貴事業所のログイン情報

※ 「調査対象者ID」及び「確認コード」は、事業所によって異なります。
※ログイン情報の管理には十分注意してください。

政府統計コード

調査対象者ID

確 認 コ ー ド

：4AQX

：

： 



2回目以降にログインするときは、変更後の「確認
コード」を入力します。

※「確認コード」の変更については、本ガイド4ページで
　説明しています。

「政府統計コード」は調査ごとに異なります。パソコ
ンの設定によっては、以前に回答した他の調査の
「政府統計コード」及び「調査対象者ID」が入力さ
れている場合がありますのでご注意ください。

「経済センサス - 活動調査」の「政府統計コード」
は「4AQX」です。
「経済センサス - 基礎調査」（平成26年実施）とは
異なりますのでご注意ください。

注意
〔政府統計オンライン調査総合窓口へのログイン〕画面

〔トップページ〕

1　「政府統計オンライン調査総合窓口」へのログイン
「政府統計オンライン調査総合窓口」トップページにアクセスし、ログイン画面へ進みます。
検索サイトで検索してアクセスする場合は、アクセスしたページが以下のURLから始まっているか、
必ず確認してください。

〔政府統計オンライン調査総合窓口へのログイン〕画面が表示されますので、
URLが から始まっていること及び錠前マークを確認します。
本ガイド2ページ上部に記載されているログイン情報を入力し、ログインします。

※SSL/TLSを利用したインターネット上のページは、URLが「http://」からではなく、「https://」から始まります。
　ブラウザによって表示は異なりますが、SSL/TLSによる暗号化通信を表す錠前マークとともにアドレスバーが緑色で表示されます。
　この緑色のアドレスバーは、EV SSL（Extended Validation SSL）証明書が導入されている信頼性の高いウェブサイトであることを意味し
　ています。（画面は「Internet Explorer 11」の例です。）

【URL】　https://www.e-survey.go.jp/
※１ 「 」からもアクセスできます。
※２ 「Windows XP」はご利用いただけません。（「https://～」ではアクセスできず、「http://～」ではアクセスできる
　　 場合、「Windows XP」が原因である可能性があります。）

クリック

1

2

3

②本ガイド2ページ上部に
　記載されている
　ログイン情報を入力

①URL及び錠前マークを確認※

③クリック

http://www.e-survey.go.jp/



〔確認コードの変更〕画面

・ 「確認コード」は、英大文字、英小文字、数字をそれぞれ１文字以上含む８文字以上としてください。
・ 一部の記号も利用できます。　【利用できる記号】
・ 推測されやすい文字列（辞書に掲載されているような単語）は使用できません。

次回以降のログインで使用する「確認コード」は、変更した「確認コード」になりますので、変更後の「確認コード」を忘
れないようにご注意ください。下のメモ欄にメモした場合には、不正にログインされないよう本ガイドを厳重に管理し
てください。

メモ欄

【重要】変更後の「確認コード」の管理について

〔連絡先情報の確認〕画面

〔連絡先情報の登録〕画面（初回ログイン時のみ）

・ 「確認コード」は、英大文字、英小文字、数字をそれぞれ１文字以上含む８文字以上としてください。
・ 一部の記号も利用できます。　【利用できる記号】  
・ 推測されやすい文字列（辞書に掲載されているような単語）は使用できません。

2-1　（初回ログイン時のみ）確認コードの変更及び連絡先の登録
〔確認コードの変更〕画面が表示されますので、任意の新しい「確認コード」に変更します。

〔連絡先情報の登録〕画面が表示されますので、メールアドレスを登録します。

回答の送信後、ご登録いただいたメールアドレス宛に調査票の
受付状況をお知らせするメールが自動配信されます。配信元の
メールアドレスは、「 」です。

②クリック

②クリック

④クリック

① 任意の新しい「確認コード」、「確認コード（確認用）」を入力
（どちらも同じ文字列を入力してください）

③メールアドレスを確認

①メールアドレスを入力

1

2

4

初回にログインした際は、必ず〔確認コー
ドの変更〕画面が表示されます。この画面
が表示されない場合は、そのまま回答に
進まずに、本ガイドの表紙に記載してい
る「平成28年経済センサス‐活動調査 
コールセンター」にご連絡ください。

注意

　/ [ ] : ; | = + * ? < >



2-2　（ログイン2回目以降）登録内容の確認
2ページに記載されている「政府統計コード」、「調査対象者ID」と、
4ページで変更した「確認コード」を入力し、ログインします。

〔連絡先情報の確認〕画面が表示されますので、メールアドレスを確認し、
〔調査票の一覧〕画面に進みます。

本ガイドの表紙に記載している「平成28年経済センサス‐
活動調査 コールセンター」にご連絡ください。

変更後の確認コードがわからなくなった場合

①ログイン情報を入力
※「確認コード」は、変更後の「確認コード」を入力

〔連絡先情報の変更〕画面

〔連絡先情報の確認〕
画面に戻ります。

①メールアドレスを変更

②クリック

〔連絡先情報の確認〕画面

「 3 電子調査票
の取得」
（6ページ）へ

クリック

メールアドレスを変更するときは、こちらをクリック

②クリック

1

2

5



〔調査票の一覧〕画面

3　電子調査票の取得
〔調査票の一覧〕画面が表示されますので、電子調査票を取得します。

〔電子調査票の最初のページ〕が表示されますので、回答にあたっての注意事項等をご確認い
ただき、回答入力ページへ進みます。

①「経済センサス‐活動調査」と
表示されていることを確認

②「選択」にチェックが入っていることを確認

③クリック

〔電子調査票の最初のページ〕（イメージ）

クリック

1

2
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〔回答データの入力ページ〕

4　電子調査票への入力、操作の概要
表示された電子調査票のページに沿って回答を入力します。
あらかじめ表示されている項目については、内容を確認し、変更がある場合は修正します。

入力中のページの入力内容をすべて消
去する場合に利用します。

① 各ページ上部にある「クリア」ボタンを
クリックし、
②「OK」ボタンをクリックすると、表示し
　 ているページ内の入力内容が消去さ
れます。

入力中のページの入力内容をすべて消去する場合

〔電子調査票の各ページ〕

①

あらかじめ表示されてい
る項目を修正する場合
は、
①「修正あり又は新たに
　 入力」にチェック（□）
を入れ、
② 該当の項目を修正（上
書き入力）します。

あらかじめ表示されてい
ない項目は、新たに入力
します。

あらかじめ表示されている項目を修正する場合

入力を中断するときなどに、入力内容を一時的に保
存する場合は、
①「回答の一時保存」ボタンをクリックし、
②「OK」ボタンをクリックしてください。

※ ログインしてから一定時間（１時間程度）通信が発
生しない場合は、自動的にログアウトとなり、入力
した内容が失われてしまうため、こまめに一時保存
することをお勧めします（一時保存しただけでは回
答したことにはなりません。本ガイド９ページ「６　
回答データの送信」まで行ってください。）。

入力内容を一時保存する場合

〔電子調査票の各ページ〕

①

回答の一時保存後にログアウトし、再度ログインをし
て続きから入力を行う場合に利用します。

① 電子調査票の最初のページの下部にある「一時保
存した回答の取得」ボタンをクリックし、

②「OK」ボタンをクリックすると、一時保存した回答
　データが取得されます。

一時保存後に再入力を行う場合

〔電子調査票の最初のページ〕※本ガイド6ページ参照

①

②

②

①

クリックすると、
入力のしかた
を表示

②

1

②
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〔回答内容の確認ページ〕

5　回答内容の確認・印刷
すべての回答の入力が終了したら、回答内容の確認を行います。

〔回答内容の確認ページ〕が表示されますので、回答内容に不備がある場合は、修正を行います。

「印刷」ボタンをクリックすると、回
答内容の確認ページを印刷する
ことができます。調査票の回答内
容について、後日、おたずねする
場合がありますので、回答の控え
として、送信前にこのページを印
刷することをお勧めします。

修正完了後、回答内容の修正
ページの下部にある「修正完了」
ボタンをクリックすると、回答内容
の確認ページに戻ります。

②該当の項目を修正し、「修正完了」ボタンをクリック

①回答内容を修正する場合は、
　「修正」ボタンをクリック 回答内容の確認ページを印

刷する場合は、「印刷」ボタ
ンをクリック

〔回答内容の修正ページ〕

クリック

1

2
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〔回答内容の確認ページ〕

6　回答データの送信
回答の確認が終了したら、〔回答内容の確認ページ〕の下部にある「回答の送信」ボタンから
回答データを送信します。

〔調査票回答の受付状況〕画面が表示されますので、回答が受け付けられていることを確認します。

「回答の送信」後、本ガイド4ページで
登録したメールアドレス宛に、「受付
状況メール」が自動配信されます。

しばらくたってもメールが届かない場合は、メールアド
レスの登録に誤りがある可能性があります。メールが
届かない場合、回答が受け付けられているかは、〔調査
票の一覧〕画面でお確かめください。

①クリック ②クリック

②クリック

画面を閉じる場合は、「ログアウト」を
クリックしてください

登録いただいたメールアドレスは「確認コード・
連絡先情報の変更」から確認できます

回答内容を確認する場合は、
「確認」をクリックしてください

③「受付番号」及び「回答日」に表示があれば、
　回答が受け付けられています

①「 調査票回答を受け付けました。」と
表示されていることを確認

〔調査票回答の受付状況〕画面

〔調査票の一覧〕画面

以上で調査票の回答は完了です。ご回答ありがとうございました。

1

2
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回答データの送信後、回答の確認が可能で
す。また、再度「回答の送信」を行うと回
答内容が更新されます。



質　問 回　答

「政府統計オンライン調査総合窓口」について

どのようなセキュリティ対策
を図っていますか。

「政府統計オンライン調査総合窓口」では、以下のセキュリティ対策を実施しています。
・ 盗み見等を防ぎ、安全な通信を行うために、通信経路上の情報のやりとりをSSL/TLSにより暗
号化しています。
・ 回答されたデータは、本システムのサーバーに蓄積されますが、調査期間終了後は、速やかに削
除されます。
・本システムのサーバーは、厳重に管理されたデータセンターに設置されています。
・ 多重にファイアウォールが設置されているのはもちろんのこと、不正なアクセスがないかを24時
間監視しています。

「オンライン調査利用ガイ
ド」に記載されていない
動作環境でも、利用できます
か。

本ガイドの表紙に記載されていない動作環境でも利用できる場合がありますが、動作の保証はい
たしかねます。あらかじめご了承ください。
なお、「Windows XP」ではご利用いただけませんのでご注意ください。

ログイン情報について

「調査対象者ID」、「確認コー
ド」とは何ですか。

「調査対象者ID」は、個々の統計調査における調査対象の方を識別するためのIDです。「確認コー
ド」は、お渡しした「調査対象者ID」がご本人に利用されていることを確認するためのもので、暗証
番号やパスワードと同様の役割があります。
なお、本ガイドの2ページに記載している「調査対象者ID」、「確認コード」は、「平成28年経済セン
サス-活動調査」でのみ使用されるものです。

「確認コード」の変更の必要
性を教えてください。

あらかじめ配布された「確認コード」は第三者の目に触れる危険性があるため、初回ログイン時に
「確認コード」を変更していただいています。

ログイン情報を入力しても
「政府統計オンライン調査
総合窓口」にログインできま
せん。

「政府統計オンライン調査総合窓口」の「確認コード」は、アルファベットの大文字・小文字を区別
します。また、キーボードが「Num Lock」、「Caps Lock」となっている可能性もあります。この点に
注意してログイン情報を入力し、ログインの可否を確認してください。

「確認コード」を何度か間違え
て入力してしまいました。

５回連続、誤った「確認コード」を入力してログインしようとした場合、一時的にログインが行えな
くなります。15分程度経過すると、再び「確認コード」の入力が可能になります。

「確認コード」が変更できま
せん。

「確認コード」は、英大文字、英小文字、数字をそれぞれ1文字以上含む、8文字以上32文字以内
の文字列である必要があります。また、セキュリティを高めるため辞書攻撃を防止する対策を行っ
ておりますので、推測されやすい文字列を含む確認コードは利用できません。推測されやすい文
字列とは、辞書に掲載されているような単語のことで、個人名や地名、組織名、商品名等を含みま
す。この点に注意して「確認コード」を変更してください。

変更した「確認コード」がわ
からなくなってしまいました。

本ガイドの表紙に記載している「平成28年経済センサス-活動調査 コールセンター」までご連絡
ください。

回答の入力中にログアウトに
なってしまいました。

セキュリティ保護のため、ログインしてから一定時間（１時間程度）通信が発生しない場合は、自
動的にログアウトとなります。保存していない入力内容は失われてしまいますので、回答の入力に
時間を要する場合は、こまめに「回答の一時保存」ボタンから一時保存することをお勧めします。
※ 入力欄に入力するだけでは、通信は発生しません。「前へ」、「次へ」ボタンをクリックし、ページ
が切り替わるときに通信が発生します。

〈参考〉　よくある質問
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